
 

 

今夏の需給見通しについて 

 

 今夏の需給見通しについては，本年４月２３日に国へ報告した数値から現状で変更ありません。 

【電力需要】 

今夏の最大電力（１日最大電力）は，２０１０年猛暑並みの気温（注１）の場合で，１,１８２万

kW，平年並み気温（注２）の場合で１,１４３万kWと想定しています。 

【供給力】 

原子力が稼動しないとの前提において，他電力への融通送電後の供給力は，２０１０年猛暑

並みの気温の場合で，７月は１,２３３万 kW，８月は１,２３５万 kW，平年並み気温の場合で，

７月は１,２３０万kW，８月は１,２３３万kWを確保する見通しです。 

【供給予備率】 

上記の電力需要，供給力における供給予備率は，２０１０年猛暑並みの気温の場合で，７月

は４.３％，８月は４.５％，平年並み気温の場合で，７月は７.６％，８月は７.９％と見込ん

でいます。 

当社は，今夏もお客さまに安定して電気をお届けできるよう，全力で取り組んでまいります。 

【今夏の電力需給バランス（発電端（注３））】             （単位：万kW，％） 

2010 年猛暑並みの気温の場合 平年並み気温の場合  

７月 ８月 ７月 ８月 

最 大 電 力  (A) １,１８２  １,１８２ １,１４３ １,１４３ 

原   子   力 ０ ０ ０ ０ 

火      力 １,０４５ １,０７０ １,０４５ １,０７０ 

水      力 ５４  ４９ ５４ ４９ 

揚      水 １６５ １６５ １６２ １６２ 

地   熱   等 ４ ４ ４ ４ 

供 

給 
力 

融   通   等 ▲３５ ▲５２ ▲３５ ▲５２ 

   合   計※  (B) １,２３３ １,２３５ １,２３０ １,２３３ 

供給予備力 (C=B-A) ５１ ５３ ８７ ９０ 

供給予備率 (D=C/A*100) ４.３ ４.５ ７.６ ７.９ 

※ 四捨五入の関係で一致しない場合がある。 

 
（注１）猛暑並みの気温： 

最大３日平均電力発生日の発生時刻気温の２０１０年実績 ３４．６℃ 
（注２）平年並みの気温： 
    最大３日平均電力発生日の発生時刻気温の過去１０年平均 ３３．８℃ 
（注３）発電端： 
    発電所において発生した電力を発電端電力という。発電端電力からその発電所内で使用される電力を差引

いた，実際に送り出される電力を送電端電力という。 
以 上 

 
 

別紙２ 
 



 

 

 

○ 過去の１日最大電力実績（発電端） 

                          （単位：万kW，％） 

年 度 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

１日最大電力 １,１９２ 
１,２２９ 
（過去最高） 

１,２０１ １,０７１ １,２０１ １,０８３ 

対前年比 １０３.６ １０３.１ ９７.８ ８９.２ １１２.１ ９０．２ 

 

 

○ 過去の最大３日平均電力実績（発電端） 

                          （単位：万kW，％） 

年 度 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

最 大 ３ 日 

平 均 電 力 
１,１８４ 

１,２０４ 
（過去最高） 

１,１９６ １,０５９ １,１９１ １,０７０ 

対前年比 １０３.４ １０１.７ ９９.４ ８８.５ １１２.４ ８９.８ 
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